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［ご相談内容］

2年後に、早期リタイヤして、海辺の町へ転居し、のんびり暮らしたい。

［シミュレーション結果］

2036年には、貯蓄が底をつくと見込まれます。

［ご提案内容］

転居後の生活イメージがまだはっきりしておられないようですので、

当面は、セカンドハウスとして利用する、

もしくは、転居しても、負担がない程度の就労を行い、

仕事と余暇のバランスをとるというのは、如何でしょうか？

＜変更案1＞

夫６５歳まで月に１週間は海辺の町で過ごすよう、仕事の量を抑え、６５歳で移住。

夫の年収（手取り）400万円、妻の年収（手取り）150万円、追加費用10万円／月。

マンションは、夫65歳の時に売却（2,500万円）し、完全に移住。

＜変更案2＞

予定通り2年後に移住するが、移住後も夫・妻共に65歳まで働く。

夫の年収（手取り）200万円、妻の年収（手取り）150万円。

【ご提案書】
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貯蓄残高 年間収支

移住

2年後に移住し、以後は就労せず。

貯蓄が底をつく。
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＜変更案1＞

貯蓄残高 年間収支
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＜変更案2＞

貯蓄残高 年間収支
移住

セカンドハウス

完全移住

夫65歳まで、

ペースを落として就労。 月に1週間は、海辺のセカンドハウスで過ごす。

仕事は、量を減らして継続。

夫100歳時に、

約800万円の貯蓄残高。

夫100歳時に、

約1,700万円の貯蓄残高。

再就職し、

65歳まで働く。

2年後、完全移住し、

移住先で65歳まで働く。


